
白金台★通信

新しい投稿 前の投稿ホーム

登録: 投稿 (Atom)

2015年3月27日金曜日

投稿者 白金台★通信 時刻: 17:08 

ラベル: 見学

施設見学
今日は昨日に続き、福岡県上智福岡高等学校の別グループの生徒さんたちが施設見学に来てください
ました。

疾患プロテオミクスラボラトリー准教授の尾山先生が今日もわかりやすく解説してくださいました。
細胞のいろいろな働きを制御している細胞内タンパク質をくわしく解析できる質量分析計。昔は一つ
のタンパク質を調べるのもたいへんでしたが、今は質量分析計を使って一度に数千種類のタンパク質
を調べられるようになりました。また最近ではタンパク質の種類だけでなく、その微細な変化（リン

酸などの物質の付加）を正確に解析できるようになっているそう。

医科研のスーパーコンピューター「Shirokane2」のメインの部屋と別室をシステムエンジニアの小寺
先生と石井先生が案内してくださいました。写真は別室のシステムです。たくさんの熱を発するスパ
コンを効率良く冷却するために、マシンを円形に配置し上から円の中に冷気を流して、マシンを冷や
したあとの空気は円の外に流れるようにしています。省エネを考えた医科研スーパーコンピューター

室の工夫の一つです。

積極的にたくさんの質問をしてくれる生徒さんたちでした。楽しそうな姿にこちらも元気をもらいま
した。いつかまた医科研に遊びに来てくださいね！

メールで送信BlogThis!Twitter で共有するFacebook で共有するPinterest に共有

2015年3月26日木曜日

投稿者 白金台★通信 時刻: 20:57 

ラベル: 見学

施設見学
今日は、福岡県から上智福岡高等学校の生徒さんたちが施設見学に来てくださいました。

疾患プロテオミクスラボラトリーで質量分析計を見学。准教授の尾山大明先生が説明してくださいま
した。細胞内のタンパク質の働きを詳細に解析できる高性能の質量分析計とそれを使いこなせる優秀
なスタッフを持つ疾患プロテオミクスラボラトリーには、所内外からたくさんの共同研究の依頼があ

り、その数は年間50件にものぼるそう。

医科研のスーパーコンピューター「Shirokane2」を見学。システムエンジニアの加藤先生が説明して
くださいました。現在医科研ではスーパーコンピューター「Shirokane3」が新設工事中。

「Shirokane3」が稼働すると、ゲノム情報などを現在よりもずっと高速かつ大量に解析できるように
なるそうです。

初めて見るものに興味津々なようすがとても微笑ましい生徒さんたちでした。その好奇心を大切に育
ててください。また是非医科研に遊びに来てくださいね！

メールで送信BlogThis!Twitter で共有するFacebook で共有するPinterest に共有

2015年3月25日水曜日

投稿者 白金台★通信 時刻: 19:52 

ラベル: イベント

第56回市民公開医療懇談会
本日、医科研病院で第56回市民公開医療懇談会が開催されました。今回の特集は「看護の力ー看護
の力で予後が変わる・未来が変わる」でした。医科研病院の副病院長であり看護部長でもある武村雪
絵先生が、看護という仕事を専門家の視点から詳しく説明してくださいました。武村先生は4月から
東京大学大学院医学系研究科看護管理学分野の准教授に就任される予定で、今回が医科研病院 副病
院長・看護部長としては最後のご講演でした。

入院患者さんと接する時間が一番長い医療従事者は看護師。患者さんの体や心の変化から患者さんの
ご家族の状況まで、些細な事も見逃さず汲み取って、患者さんにとっての最善の診療を医師とともに

模索します。

次回開催は4月23日（木）17:30から、特集は「先端医療開発ー臨床試験・治験はなぜ必要？」です。
4月より木曜日開催となりますのでよろしくお願い申し上げます。皆様のご来場をお待ちしておりま
す！
http://www.h.ims.u-tokyo.ac.jp/kouenkai.html

メールで送信BlogThis!Twitter で共有するFacebook で共有するPinterest に共有

2015年3月6日金曜日

投稿者 白金台★通信 時刻: 12:41 

ラベル: 見学

研究室見学（分子発癌分野）
昨日は富山県の高岡高等学校から4名の生徒さんが医科研に見学に来てくださいました。
見学した研究室は分子発癌分野です。
細胞の運命や働きを決める、細胞内に存在するタンパク質による情報伝達ネットワーク（細胞内シグ
ナル伝達）を研究する研究室です。この細胞内シグナル伝達が正常に働かなくなると、癌を含めたい
ろいろな病気を引き起こすと考えられています。
今回は助教の田口祐先生が講義と研究室内の案内をしてくださいました。

最初に医科研の歴史や研究室生活についてのお話があり、引き続き分子発癌分野で行っている研究内
容の解説をしてくださいました。質疑応答では、研究内容に関するものの他に「なぜ研究職に就いた
のか」などの質問も。田口先生の回答は見学生徒さんたちが近い将来に進路を考える時の参考になる

かもしれませんね。

次に研究室内を見学。実験台や細胞を培養するための実験室、細胞をいろいろな種類に分けて解析す
る機械（FACS）などを見せていただきました。また、細胞内シグナル伝達の実験などでよく使われ
る蛍光を発するタンパク質を導入した細胞を、特殊な顕微鏡で実際に観察し、細胞が光る様子を見さ

せていただきました。

最後に先生からいただいた「見学に来てくれた君たちへのメッセージ」です。

「Stay Hungry, Stay Foolish」Apple社創立者 故スティーブ ジョブズの名スピーチの一節で(出展
は”Whole Earth Catalog”1974年版の裏表紙との説)、私の好きな言葉です。
とことん好きなことを突き詰めるのは、苦しいことも多いですが、楽しいことだらけです。
今日の見学が皆さんの将来の一助になれば幸いです。
（分子発癌分野：田口祐先生）

どうもありがとうございました！

メールで送信BlogThis!Twitter で共有するFacebook で共有するPinterest に共有

2015年2月25日水曜日

投稿者 白金台★通信 時刻: 20:43 

ラベル: イベント

第55回市民公開医療懇談会
本日、医科研病院で第55回市民公開医療懇談会が開催されました。今回の特集は「地域に根ざす医
療ー地域医療連携室ってどんなところ？」でした。医科研病院の地域医療連携室スタッフのソーシャ
ルワーカー（渡辺直子先生、浅香慶子先生）と退院支援看護師（町田亜子先生）の方が、地域医療連
携室の職務紹介や、ある患者さんが地域医療連携室を利用しながら入院ー退院ー在宅医療に移るよう
すを具体的な実例形式でわかりやすく説明してくださいました。

まずソーシャルワーカーの方から地域医療連携室の役割や所属するスタッフの紹介がありました。病
気の種類やその患者さんの経済状況などによって、どのような公的支援制度が受けられるかを患者さ

んと一緒に考えることは、ソーシャルワーカーの大きな仕事のひとつです。

次に退院支援看護師の方が、今回は主に入院から在宅医療に移る過程を説明してくださいました。在
宅診療を受け持ってくださる医師／看護師や、医療以外の介護部分をマネジメントするケアマネージ
ャーの方にもできるだけ病院に来ていただき、地域医療連携室を中心とした病院スタッフと一緒に入

念な打ち合わせをして、患者さんの退院を支えます。

次回開催は3月25日（水）17:30から、特集は「看護の力ー看護の力で予後が変わる・未来が変わ
る」で医科研病院副病院長を兼任する看護部長を講師にお迎えしてお送りします。皆様のご来場をお
待ちしております！
http://www.h.ims.u-tokyo.ac.jp/kouenkai.html

メールで送信BlogThis!Twitter で共有するFacebook で共有するPinterest に共有

2015年2月10日火曜日

投稿者 白金台★通信 時刻: 19:11 

ラベル: イベント

医科学研究所 如月落語会
今日、医科研病院では初の落語イベント「医科学研究所 如月落語会」が開催されました。医科研病
院外科の釣田義一郎先生の高校の同級生というご縁で落語家の四代目桂文昇さんがご来所くださり、
現代物と時代物の落語二席をご披露くださいました。桂文昇さんは故五代目桂文枝のお弟子さんです
（ちなみに現在の六代目桂文枝は以前の桂三枝）。いつもは関西方面でご活躍ですが、2月14日
（土）には桜木町の「横浜にぎわい座」にて「第四十四回　横浜にぎわい座上方落語会　五代目文枝
没十年追善一門会」に出演されるそうです。ご興味のある方は是非どうぞ！

途中お客さん参加のミニ大喜利などもあってたいへん盛り上がりました。桂文昇さん、どうもありが
とうございました！

メールで送信BlogThis!Twitter で共有するFacebook で共有するPinterest に共有

2015年2月5日木曜日

投稿者 白金台★通信 時刻: 21:34 

ラベル: 見学

施設見学
昨日は、京都府から京都市立西京高等学校附属中学校の生徒さんたちが施設見学に来てくださいまし
た。

最初に疾患プロテオミクスラボラトリーで准教授の尾山先生に質量分析計を見せていただきました。
質量分析計は細胞の中で働いてるタンパク質の種類や量を解析することができます。中でもこの研究
室にある質量分析計は一度に千種類のタンパク質を分析することができる最新鋭機。いろいろな研究

をしている先生方がこの質量分析計での解析を希望して尾山先生と共同研究をしています。

次にスーパーコンピューター室をシステムエンジニアの糠澤先生が案内してくださいました。今回は
いつも見学しているスーパーコンピューター「Shirokane 1」が工事中のため「Shirokane 2」を見学
させていただきました。「Shirokane 2」の心臓部は約1,500台のマシンが寄り集まってできています
が、1日にその中の数台は故障するそう。システムエンジニアの皆さんは毎日その故障部分をチェッ

ク／メンテナンスして、スーパーコンピューターを使う研究を支えています。

「知りたい」という気持ちにあふれた生徒さんたちで、的確で鋭い質問が多く先生方も少しおどろい
ていたようでした。質問は移動中にも続出。一部答えきれなくてすみませんでした（医科研の敷地は
東西方向に最大約300m、南北方向に最大約400mくらいのようです）。その探究心を大事に育ててい
つかまた医科研に遊びに来てくださいね。

メールで送信BlogThis!Twitter で共有するFacebook で共有するPinterest に共有

投稿者 白金台★通信 時刻: 15:20 

ラベル: 見学

研究室見学（炎症免疫学分野／ウイルス感染分野／先端ゲ
ノム医学分野／幹細胞治療分野）
一昨日は東京学芸大学附属高等学校の生徒さんが医科研に見学に来てくださいました。
見学した研究室は炎症免疫学分野／ウイルス感染分野／先端ゲノム医学分野／幹細胞治療分野です。
４つのグループに分かれて、それぞれ1つの研究室を見学していただきました。

炎症免疫学分野見学グループ。助教の佐藤慎太郎先生と客員研究員の鹿島光司先生が、炎症免疫学分
野で研究している「粘膜免疫」や「経口コメ型ワクチン」とはどのようなものかなどを分かりやすく

説明してくださいました。

引き続き炎症免疫学分野の研究室内を探検。かっこいいリケジョの大学院生さんに案内していただき
ました。大学院生の研究生活というものを少しわかっていただけたでしょうか？

ウイルス感染分野見学グループ。研究室や動物実験室、電子顕微鏡室などを見せていただきました。
写真は研究室内で高圧蒸気滅菌器の説明をしてくださる助教の岩附研子先生。一般的な研究室で実験
に使うサンプルのほとんどは危険のないものですが、それでも使用後のサンプルや実験器具はこの滅
菌器でしっかり処理してから廃棄します。その他にも安全に実験するための仕組みがいろいろあり、
生徒さんたちも感心しきり。また電子顕微鏡室では透過型電子顕微鏡を実際に触らせていただきまし

た。

先端ゲノム医学分野見学グループ。最初に研究室を見学させていただき、次に准教授の加藤直也先生
が研究内容の説明をしてくださいました。加藤先生が研究している肝臓がんは、約7割が肝炎ウイル
スによるものです。肝炎ウイルスを除去するお薬も開発されてきていますが、患者さんの持つゲノム
情報のほんのちょっとした違いでお薬の効果がとても低くなってしまう場合があるそう。ゲノムを調
べてその患者さんによく効く治療法が前もってわかれば、患者さんの負担が大きく減らせます。

幹細胞治療分野見学グループ。最初に教授の中内啓光先生が幹細胞の種類や再生医療への応用などに
ついて、スライドを使って丁寧に解説してくださいました。

中内先生のご講義のあと研究室を見学。マウス由来の幹細胞を顕微鏡で見せていただいたり、細胞や
受精卵などにいろいろな物質や他の種類の細胞などを直接注入する装置「マイクロマニピュレータ

ー」を実際に操作させていただいたりしました。

最後に先生方からいただいた「見学に来てくれた君たちへのメッセージ」です。

皆さんは、まだまだ沢山の可能性を秘めています。
出来るだけ多くの物事を見て、触れて、体験して下さい。
その中から強く興味を惹かれ、生涯打ち込めるような道が見つかりますように。
（ウイルス感染分野：岩附研子先生）

高校生の君らはまだ将来どうしたら良いのか迷っているのではないだろうか？
高校生のうちなんてそんなものだと思う。
まだ何も知らないうちから将来を決めているのもどうかと思う。
興味が持てそうな分野に進んでみると良い。
そこでしばらく一生懸命やってみると初めて夢が持てるようになる。
そうなると辛かったことも少し楽しくなってくる。
研究ってそんなものです。
（先端ゲノム医学分野：加藤直也先生）

どうもありがとうございました！

メールで送信BlogThis!Twitter で共有するFacebook で共有するPinterest に共有

2015年1月29日木曜日

投稿者 白金台★通信 時刻: 20:16 

ラベル: イベント

第54回市民公開医療懇談会
本日、医科研病院で第54回市民公開医療懇談会が開催されました。今回の特集は「心臓の交通渋滞
ー弁膜症の話ー」です。最初に先端診療部の渡邉直先生から弁膜症とはどのような病気かの説明があ
り、次に六本木にある心臓血管研究所付属病院から来てくださった心臓血管外科部長の國原孝先生が
弁膜症に対する手術治療のお話をしてくださいました。

渡邉先生が実際の患者さんに起こった症状などを交えて、わかりやすく弁膜症という病気を解説して
くださいました。急に疲れやすくなったりしたら要注意。早めに病気に気付いて心臓が大きなダメー

ジを受ける前に治療を始められると予後が良いそうです。

ドイツ留学でたくさんの心臓外科手術を経験してこられた國原先生のご講演。カテーテルなどを使っ
た傷の少ない手術方法も増えてきているけれど、その患者さんのいろいろな状況によって向き不向き

があるそう。もしもの時は経験豊富で信頼できるお医者さんとよく相談しましょう。

次回開催は2月25日（水）17:30から、特集は「地域に根ざす医療」で地域医療連携室のソーシャル
ワーカーと退院支援看護師の方を講師にお迎えしてお送りします。皆様のご来場をお待ちしておりま
す！
http://www.h.ims.u-tokyo.ac.jp/kouenkai.html

メールで送信BlogThis!Twitter で共有するFacebook で共有するPinterest に共有

2015年1月16日金曜日

投稿者 白金台★通信 時刻: 18:31 

ラベル: 見学

研究室見学（分子療法分野／幹細胞移植分野）
昨日は六本木にある東洋英和女学院高等部の生徒さんが医科研に見学に来てくださいました。
見学した研究室は分子療法分野／幹細胞移植分野です。最初に両分野の教授をしておられる東條有伸
先生が分子標的薬とはどのようなものかをお話してくださり、後半は幹細胞移植に関連した施設「セ
ルプロセッシング・輸血部」を准教授の長村登紀子先生の案内で見学させていただきました。

分子標的薬の説明をしてくださる東條先生。これまでの抗がん剤は、がんの「増殖が速い」という特
性に効果がある薬剤が使われていました。ただ、健康な人の体にも腸粘膜や毛根といった「増殖の速
い」部分があって、これまでの抗がん剤はそれらも攻撃してしまい、それが患者さんにつらい副作用
を引き起こしていました。分子標的薬は、がんの細胞内にたくさんあって正常な細胞にはあまりない
ような分子（タンパク質など）を探し出し、その分子の働きだけを止めるように設計された次世代型

の抗がん剤で、がん細胞に選択的に働き、重い副作用は比較的少ないことが特徴です。

移植治療や再生医療研究に用いられる造血幹細胞を、さい帯血などからクリーンに調製／管理するた
めの施設「セルプロセッシング・輸血部」の案内をしてくださる長村先生。写真は研究室で、この後
クリーンルームや液体窒素を使った細胞保存室を見せていただきました。保存室には見学生徒さんた
ちが産まれた1990年代のサンプルもまだ保存されているそう。古いものは念のため治療には使わ

ず、研究に使用します。20年前のサンプルでもまだまだ十分に使えるそうです。

最後に先生方からいただいた「見学に来てくれた君たちへのメッセージ」です。

病気の治療は日々進歩していますが、まだ課題はたくさんあります。君たちの中からそれにチャレン
ジしてくれる人材が出ることを期待しています。
（分子療法分野／幹細胞移植分野：東條有伸先生）

今回は、講義がなかったので造血細胞移植等について、殆ど説明する時間がありませんでしたが、雰
囲気を感じていただけたら幸いです。医療分野では、女性も多く働いています。是非、これから知
識・技術を身につけて活躍されることを祈っています。
（セルプロセッシング・輸血部：長村登紀子先生）

どうもありがとうございました！
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